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共創ネットワーク

　　016 年度は、関西圏では 1月 16 日の統一入試日を、

　　首都圏では2月1日の主要校の入試日を皮切りに、

中学入試時期を迎えました。受験者数の動向は、2007

年のリーマンショック以前は公立小学校卒業生数の増

減が大きな要因となっていましたが、2009 年以降は

景気の影響にも左右され、2008 年の大幅な減少以降、

前年対比は 2014 年まで微減傾向が続きました。2016

年度は、その減少傾向が緩和されたことや、景気の好

転の影響により、2015 年度入試に続き横ばい状態か

ら微増傾向となったのではないかと予想されます。（統

一入試日や 2/1 受験日の総受験者数を該当地域の小学

校卒業生数で割って算出、統一日・2/1 受験日にも当

日午後入試受験者、統一日・2/1 受験日以外での受験

者がいたりするため、概算予想となります。）

　私立中学受験、および国立・公立中学受験において

は学習環境の選択が大きな目的である場合が多いよう

です。しかし近年では、2020 年からの大学入試改革

に対応した教育、実用的な国際教育、大学の理系学部

への進路実績という観点から中学受験を望まれるご家

庭も増加傾向にあります。また、中学入試の入学時の

難度に比して、大学入試で高い実績を出している学校

への人気も高まっています。多くの中高一貫の私立中

学が中 2 までに中学内容の学習を進め、中 3 段階から

高校課程の学習に入れるのに対して、公立中学に進ん

だ場合、中学三年間は中学課程を学習し、高校学習内

容を自発的に勉強するよりは、高校入試の合格率を高

めるための受験勉強に時間を費やさなければならない

現状があります。もちろん、先取り学習がすべてよい

わけではありません。しかし、お子様の学習到達度に

応じた学校選びという意味において、選択肢を増やすと

いう点でも私立受験を考えるケースが増えています。

　私立中高も、少子化の現状の中、公立高校の台頭や

公立の中高一貫校の設立に対して、授業料に見合った

教育を実践し生徒数を確保しなければならない状況に

あります。建学の理念や学校の特色を残しつつも、独

自の学校改革や新たな取り組みを行っている私立中高

が多くあります。その一例は、学校内予備校や高大連

携の取り組み、キャリア教育の実践などです。また、

先に述べた 2020 年からの大学入試改革にも注目が集

まっています。私立中高各校が、中高 6 カ年の教育方

針や授業のスタイルをいかに鮮明に打ち出せるかも、

各校の今後の入試動向に少なからず影響を与えていく

ものと考えられます。

　入試問題の傾向については、各校とも基本的には過

年度の出題傾向を踏襲したものでした。

□算数

　難関校では受験生の処理能力や思考力を問う問題

を、中堅校では算数の基本的な知識や計算力を問う問

題を出題していくという、例年通りの全体的な流れに、

大きな変動はありませんでした。

　
□国語

　物語文・論説文の読解問題が基本となりますが、物

語文では受験生と同世代を主人公とした作品、論説文で

は新書などの一部を抜粋した文章が多く見られます。難

関校では記述式で答える問題の割合が高くなっており、

中堅校では基礎力を問う割合が高くなっています。
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□理科

　物理・化学・生物・地学がまんべんなく出題されます。

難関校では物理・化学分野の計算を含む問題の割合が

高く、中堅校では知識が確実に定着しているかを問う

問題のウェイトが高いです。

　
□社会

　歴史・地理・公民が幅広く問われます。中堅校では

知識の確実な定着を問うものが中心ですが、難関校で

は基本事項の暗記に加えて、多様な出題形式に対応で

きるよう「情報を思考する力・判断する力・表現する

力」を養っていく学習が要求されます。

　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎編集部）

　　　　本では、日常生活で英語を使う機会があまり

　　　　ありません。その上、学校での英語の授業は

教師が生徒たちに一方的に知識を与える講義型が主流

となっています。そのため、生徒たちが主体的に英語

を使用する機会を十分に得られず、英語を習得できて

いない、という反省がありました。そこで今、生徒た

ちが授業中に大量の英語にふれ、実際に使う機会を増

やす取り組み（英語で授業を行う）がなされています。

　文部科学省では小・中・高等学校を通じた英語教育

の改善、生徒の英語力向上を図るため、2013 年に「グ

ローバル化に対応した英語教育改革実施計画」を設定

しました。これは、2020 年開催予定の東京オリンピッ

ク・パラリンピックを見据えたもので、児童生徒が訪

日外国人に英語で日本文化を発信し、国際交流やボラ

ンティア活動などに積極的に取り組むようになるこ

と、また、日本の伝統文化や歴史を知るなどの日本人

としてのアイデンティティを持たせる教育の拡充を目

標としています。つまり、自国を世界に向けて発信で

きる人材を育成することが狙いといえるでしょう。具

体的には高校卒業段階で、英検であれば２級～準１級

取得、TOEFL iBT であれば 57 点以上得点と設定され

ています。

　この目標を達成するため、小学校中学年では、学級

担任を中心にコミュニケーション能力の素地を養う指

導（週１～２コマ）、高学年では、専科の教員を積極

的に活用しながら、初歩的な英語の運用力を養う教科

型の指導（週３コマ）を行う方針です。中学校以上で

は授業を英語で行って身近な話題を表現できる能力を

伸ばし、高等学校では発表、討論、交渉など、英語話

者とある程度流暢にやりとりができる能力を養うこと

が定められました。生徒側だけでなく、教師側や指導

体制についても、小・中・高等学校において教員の英

語力向上、外部人材（ALT）の活用促進、指導用教材

の開発推進など、整備が進められています。

　2014 年に高校３年生を対象に行われた「英語力調

査」の結果、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能

すべてで課題が見つかりました。特に「話す」と「書く」、

また、「聞いたり読んだりしたことに基づく意見交換

や書く活動」のように複数の技能を組み合わせた活動

で生徒のつまずきが見られました。中学・高等学校の

生徒の英語力に関するアンケート結果でも、英検上級

取得者の数はこの３～４年間ほぼ横ばいです。

　この現状を踏まえ、文部科学省は 2015 年、「生徒の

英語力向上推進プラン」を策定しました。その基本的

な考え方は、国および都道府県が明確な達成目標

（GOAL）を設定することと、その達成状況を毎年公表

して計画的に改善を推進することの２点です。これに

より、各都道府県での英語指導が大きく見直されると

予想されます。さらに、中学校では英語４技能を測定

する全国的な学力調査を、2019 年度より国が実施す

ることが予定されています。また、「高大接続改革実

行プラン」に基づき、英語４技能による新テスト「高

等学校基礎学力テスト（仮称）」「大学入学希望者評価

テスト（仮称）」の導入も検討されています。民間の

資格・検定試験の活用も、引き続いて推進していく方

針です。

　これらの指針に基づき、中央教育審議会では、次期

学習指導要領を通し、授業や入試の改革に着手してい

ます。インタビュー形式のテストや英語による小論文

日

英語教育の行き先

文部科学省が考える英語教育
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など、英語でのアウトプットが重視される傾向になる

と予想されます。学習者には、自ら課題を見つけ、自

ら解決していくという主体的な学習の姿勢が、今より

も強く求められるでしょう。教師側も、小・中・高等

学校を通じた目標設定や、それに基づく指導の体系化、

４技能の習得を評価する基準など、整備しなければな

らない問題が山積しています。教師が英語で授業を行

う必要性からも、今まで以上に高い意識と学習意欲が

必要とされるでしょう。世界で通用するグローバルな

人材育成のため、さらなる取り組みが求められています。

　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎編集部）

　　　　人が大人であることを子どもに見せつけるよ

　　　　うに振る舞っている限り、子どもと共に生き

ていくことはできない。

　子どもは大抵の場合、大人に従ってしか生きてこれ

なかった。いつも大人を見倣っていくように命令され

てしか存在できなかった。これを可能にできたのは、

子どもがある大人を自分が生きていく上での手本と考

え、尊敬してきたからだ。昔は、少なくとも昭和初期

でも子どもは大人を尊敬の目差しで見ていた。力強い

とかお金を稼いでいるとかその理由はたくさんあっ

た。しかし、教師はそうではなかったかも知れない。

総じて、単純に否定できない雰囲気だけはあったと思う。

　ところが、まさに時代は変わった。いま、子どもか

ら尊敬される人間はいるだろうか。いるとしたら「あ

んな人間になりたい」と思われる人間だけだろう。こ

う視点を変えてみると、その候補者はたくさんいる。

ノーベル賞をとった人、人のためになることをした人

などだ。これは子どもの変容も加わっている。最近の

子どもたちは臆することなく「人に喜んでもらえる人

になりたい」という。

　これは、大人たちが子どもを見る視点が大事だとい

うことを示している。今でも大人たちの多くは子ども

は支配される存在だという認識をすてきれないままだ。

　では、大人たちはなぜこの認識から逸脱することが

できないのだろうか。

　それは＜知＞の捉え方の誤りからきている。大人た

ちは子どもに対して自分の生活経験から向きあおうと

はしていない。まったく有り触れた常識－テレビなど

のメディアが垂れ流す情報を鵜呑みにした知識－右か

ら左へ投げることしかない。それは自分が他の大人を

どう評価しているかを考えれば直ちに分かることなの

だ。自分が尊敬している人間は誰か、どんな人間であ

るかを子どもに伝えられるかどうかを考えてみるとす

ぐに分かることだ。

　そうすると子どもと関わりのある大人のすることは

ただひとつだ。それは共に学ぶことしかない。なぜそ

のような解き方になるのかを共に考えることだ。子ど

もが考え込んでいたら、何がひっかかっているのかを

一緒に考えることだ。そして、大人でしかできないこ

とを子どもに伝えることが唯一できることだ。

　すなわち、結果としての答えではなく、なぜその学

びが誕生してきて、どのように伝わってきたのかを子

どもに伝えること。それが大人にしかできない＜伝授＞

なのだ。それを可能にするのは、大人が蓄積してきた

こと、すなわち人類が蓄積してきたことを自分にも分

かるようにかみくだいて伝えることにおいてだ。

　最近の大人を見ていて気づくことがある。それは、

あまりにも自己中心的すぎるということだ。このよう

な大人しか見ることができない子どもを自己中心すぎ

ると批判することは天に唾することに他ならない。

　他人にあれこれいうまえに「自分はどうか？」から

吟味するしかないと思う。そういう意味において、す

べての概念を洗い直し、組み立て直すことが必要かつ

可能になった時代がやってきたと、前向きに考えられ

る絶好の機会がやってきたと実感できる。

　　　　　　　　　　（文／ 2005 年学林舎情報より）

　

大

“思い込み”からの逸脱　
－大人であることの解体がすべてだ
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　　　　れまで２回にわたって、表現力の養成につい

　　　　て書いてきました。表現力をつけるのに何よ

りも大切なことは、文を書くということです。ところが、

たいていの子どもは文を書くという作業が嫌いです。

読書感想文や人権作文といった課題が夏休みの最後の

日までできずにいるお子さんも多いことと思います。

そこで今回は、子どもに文を書く気にさせる２つの方

法について見ていきましょう。

　１つ目の方法は、「ファミリー新聞」です。これは、その

名の通り、家族で新聞を作ることです。「家族旅行」「家族

のイベント」「子どもの学校生活」「飼っているペット」な

ど、いくつかの話題を集めて新聞を作り、おじいちゃんや

おばあちゃん、親戚などに配るというものです。

　たとえば、たかしくんという子どもが家族で北海道

に旅行に行くとします。お母さんが旅行前にたかしく

んにこのように話します。

　「今度の旅行のことをファミリー新聞に載せるから、

たかしは牧場を見学したときの記事を書いてね。お母

さんの携帯電話で写真を撮ってもいいから」

　すると、たかしくんは、記事を書くために牧場をつぶ

さに観察するはずです。記事を書くという目的がない

と、ぼぉーと見ていることも、自分が記者になったとい

う使命感で、集中して見つめることでしょう。

　「牧場には、たくさんの馬がいました。たいていの馬

は茶色い毛をしていましたが、中に雪のように真っ白

の馬が一頭いました。その馬は、昔、競走馬として大活

躍したということです。……」

　このような文章に自分の写した写真を添えて記事に

すると、子どもの達成感は大きく、文を書くということ

に興味を持つに違いありません。

　もう１つの方法は「空想日記」というものです。ふつ

うに「日記を書きなさい」と言っても、子どもはすぐに

あきて、それこそ３日坊主で終わってしまうでしょう。

それは、毎日の生活の中で起こることはドラマチック

ではなく、日記を書いても楽しくないからです。そこで、

子どもに次のような提案をします。

「あなたがアイドル歌手だと想像して、日記を書いてみ

て。きっとおもしろいことが書けるわよ」

　もちろんアイドル歌手に限らず、「プロ野球選手」「俳

優」「忍者」「ドラえもん」など、なんだっていいのです。

子どもが興味を示すような対象を提案して、その人に

なりきって日記を書かせます。

　「１月１日　晴れ　今日は東京ドームでカウントダ

ウンコンサートをしました。７万人をこえるファンが

集まってくれてすごく盛り上がりました。私がテン・

ナイン・エイト・セブン…とカウントダウンをしてい

くと、会場のみんなも大きな声で叫び始め、ドームにい

るみんなの気持ちが一つになりました。……」

　このような日記なら、楽しくて長く続く気がしませ

んか？　子どもに文を書かせるうえで、注意すべきこ

とを１つ。子どもの書いた文をけなしたり、注意を加え

たりしないことです。自分の書いた文に文句を言われ

れば、子どもは文を書くことが大嫌いになります。どん

なにつたない文章でも、「表現がユニークでおもしろい

わね」などとほめてあげましょう。

ああ、素晴らしき哉、日本語。（つづく）　　　　　　

こ

文／学林舎国語顧問　　森本　秀俊

ああ、素晴らしき哉、日本語㉒   
－子どもに文を書かせる方法         
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文／学林舎算数・数学顧問　　深見　和孝

　年が明けて早々に、受験シーズンに入りました。先月

は私立中学入試のヤマ場であり、今頃は、受験生や保護

者の方々はホッとされているのでしょうか。

　つい最近、私のところに、今年度の私立中学入試問題

の解答解説の執筆依頼がありました。これまで算数の

問題集の執筆や公立中適性検査の解答解説の経験はあ

るのですが、私立中入試に関しては初めてのことでお

引き受けしようかと迷ったのですが、私の出身中学の

入試問題もあり興味半分にお引き受けしました。とこ

ろが、送られてきた入試問題を見てビックリ！これっ

て高校受験の入試問題じゃないの？と思うようなもの

でして、これを小学生がどうやって解くのか、見当がつ

きません。とりあえず、中学・高校範囲の知識で解いて

答えは書けたのですが、肝心の解説の書き方がわかり

ません。早速、注文先に連絡をして、「スミマセン。私に

はムリです。」とキャンセルさせていただきました。私

が受験生の頃とは入試問題の傾向がだいぶ変わってし

まったのでしょうか。あの問題を小学生がどうやって

解けるのか、そもそも小学生の学力を測るための問題

なのか、不思議でなりません。

　では、前回のコラムで出した「表現力」をみる問題に

ついて、正答例を紹介したいと思います。前回の問題は、

「正 n角形の対称の軸は n本ある」といえる理由を説明

するものでした。

　上の図で、●は頂点、○は辺のまん中の点を表してい

ます。この●と○の数と、対称の軸の本数の関係に着目

して説明してみます。

【正答例】

　正 n 角形で、正三角形や正五角形のような n が奇数

の場合と、正四角形や正六角形のような n が偶数の場

合に分けて考えます。

　まず、nが奇数の場合は、対称の軸は、「頂点と辺のま

ん中の点を通る直線」です。頂点は n 個、辺は n本ある

ので、対称の軸は n本あります。

　次に、nが偶数の場合は、対称の軸は、「２つの頂点を

通る直線」と「２つの辺のまん中の点を通る直線」の２

種類あります。頂点は n 個あるので、「２つの頂点を通

る直線」の本数は n 本の半分です。辺は n 本あるので、

「２つの辺のまん中の点を通る直線」の本数も n本の半

分です。これらを合わせて、対称の軸は n本あります。

よって、正 n角形の対称の軸は n本あります。

　以上が、私なりの正しい説明です。言葉で説明するの

はムズカシイですね。（つづく）

国際バカロレア（ＩＢ）資格対応　
ＭＹＰ数学教科書販売中



受験シーズン

54

　近年大学受験では推薦入試やAO入試など、いわゆる一

般的な入学試験を免除した、多様な入試を実施すること

により、一般的な入学試験での受験数が減少しています。

2014年に大手予備校の代々木ゼミナールが、全国にある

約7割の予備校を閉鎖するに至った背景も、少子化による

大学進学世代の減少だけでなく、予備校活用の大きな要

素でもある、一般的な大学試験での受験者数の減少が大

きいと思います。とはいえ、1月の大学入試センター試験

に始まり、2月上旬には私立大学の一般入試、2月後半か

ら3月にかけて国公立大学の2次試験も実施され、今年も

本格的な大学入試シーズンとなりました。

　注目されるのが国立大学で推薦入学を実施する大学が

増えて、今年は東京大学でも初の推薦入学が実施されま

した。推薦入学枠は10学部で約100名程度ということです

ので、まだまだこの入試制度が主流になることはありま

せんが、今後国立大学だけでなく私立大学も含め、学力

の点数のみで入試の合否を測るのではなく、総合的な判

定基準を確立することが加速していきます。

　今回の東京大学の推薦入試の選考内容は、一次審査の

書類選考や面接、そしてセンター試験を経てということ

ですので、全くの無試験ということではないにしても、

これまでのような大学ごとに実施されてきた2次試験が、

実質的に免除されるということになります。書類選考で

は「総合的学習時間の成果」、「語学堪能、国際的なプ

ログラム活動の実績」、「社会貢献活動」、「国内外の

数学・科学・物理・化学・生物オリンピックで顕著な成

績」、「特色ある高度な研究活動・創造活動」等、具体

的な活動実績も問われますので、これまでのようなテス

トの点数至上主義では、書類選考でふるい落とされてし

まいます。また、面接で人物面も精査されます。理学部

の推薦要件に、「芸術・文化，スポーツなどでの意欲的

な活動やリーダーシップを発揮した実績も評価に加味し

ます。（実績の例：在任中に顕著な活動を行った生徒会

会長，全国大会レベルでの入賞を果たした部やクラブで

主導的な役割を果たしたものなど）」という項目があり

ました。東京大学の入試がここまで多様な要素を盛り込

んでくるということは、高校3年間机にしがみついて受験

勉強に打ち込むことでは対応できないことを意味し、こ

れまでの大学入試の在り方そのものを根底から覆すこと

になります。

　少子化で大型予備校もその役割を終え、国立大学です

ら推薦入学を実施し、多様性も問い始めたということは、

これまで○○大学進学率No1！といった中高一貫校なども、

これまでの難関大学入試対応ではなく、これからは新た

な受験仕様に対応していくことが求められます。最後に

スポーツに絡めた話をするならば、今回の東京大学の推

薦入学で理学部の推薦要件にある、“スポーツでの顕著

な実績あるもの”が日本でも増えていけば、ノーベル賞

のメダルとオリンピックメダル、どちらでも可能性を秘

めた人材を輩出できることになります。日本ではどちら

か一つしかできない、と諦めがちですが、アメリカでは

それが当たり前とされていますので、今回の東京大学の

推薦入学には、どちらも同時にチャレンジする人材育成

に期待していけるのではないでしょうか。（つづく）
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